
瀬戸内海観光連携推進会議の取組

項目 体制 これまでの取組 今後の予定

１ 映像等を用いた国内外魅力発信
（宣言①）

中国運輸局が企画・費用負担
（Ⅲ②事業の一項目）

５運輸局等連携で情報発信

絶景、食、歴史・文化等についての映像（英・
仏）を26年夏に作成（瀬戸内ブランド推進連合
と連携）

ＨＰ掲載、旅行博（タイ旅行博 27.2）
等で上映・配布（27年度も継続）

２ 観光周遊モデルコースの設定宣伝
（宣言②）

中国運輸局が企画・費用負担
５運輸局等が、必要に応じて、目利き
推薦、航路情報の収集

地域の旅行会社の目利きの協力を受けながら、
25年度末に４コースを設定、ホームページ掲載
等の情報発信を実施

旅行会社に加え、旅行メディアの目利き
の協力を得ながらコース改善・情報発信

（26年度実施）

３ クルーズ客船誘致促進
（宣言③）

神戸運輸監理部が企画
５運輸局等が掲載港湾拡大を働きかけ
近畿運輸局が情報発信（ＨＰ掲載）
中国運輸局も外船社情報発信に協力

瀬戸内海各港の岸壁規模、観光地、受入体制、
自治体の窓口等を掲載した情報ツール｢寄港地
マップ｣を作成

情報の更新・外国船社への情報発信
（26年度方策を検討、27年度実施）

4 クルーズセミナー・おもてなし実地
研修（宣言④）

神戸運輸監理部、開催地管轄の運輸
局等が企画・実施

「ぱしふぃっくびいなす」の鞆の浦寄港に合わ
せ、25年10月15日に寄港地向けセミナーを、16
日に乗船客おもてなしの実地研修を開催

「飛鳥Ⅱ」の下関寄港に合わせ、26年11
月17日に寄港地向けセミナーを、18日に
乗船客おもてなしの実地研修を開催（27
年度も継続）

①内外に向けた瀬戸内海の魅力発信（映像等）、②観光周遊モデルコースの設定・宣伝、③クルーズ客船の誘致促進、④観光旅行者受入地におけるおもてなし気運醸成 等

瀬戸内海観光宣言（H25.6.2)

Ⅰ 継続予定の取組と今後の予定（案）

クルーズ客船寄港時の体験メニュー整備、乗
船客のおもてなし方法、通船の活用を含めた

掲載港湾：21港（24年11月）
34港（26年1月）

ＣＤＲＯＭ（掲載情報の英訳＋観光地等のＨＰ
リンク付け）の作成
クルーズ・シッピング・マイアミ（毎年3月）
の活用を検討

平成23年7月設置。５運輸局等の局長クラスの会議を
持ち回りで毎年開催。中国運輸局が事務局。

｢寄港地マップ｣の作成・掲載
港湾拡大

参加者：15日：71名、16日：49名、乗客：約380名 年度も継続）

5 「せとうちサイクルーズPASS」の利
用促進

中国運輸局が企画・実施
５運輸局等が管轄航路へ普及拡大
航路マップ発行費用は、中国旅客船協
会、瀬戸内ブランド推進連合が分担

サイクリング観光客を対象にフェリーの運賃を
割引するパスを23年度に導入以降、発行実績が
増加

外国人観光客の利用促進を図るため、英
語の利用案内のＨＰ掲載、英文パンフ
レット作成（26年度実施）

Ⅱ 新しい取組（案）

23年度 7,424枚 25年度 13,608枚
26年度 月平均昨年度の1割増

船客のおもてなし方法、通船の活用を含めた
寄港等について、地域ノウハウ蓄積支援

項目 体制 概要

1 ボランティアガイド情報発信 中国、四国運輸局が企画・情報収集・費用負担（必要に応じ目利き推薦：5運輸局等） 島々の観光ガイドの実態等を調査し、まとめ、情報発信（27年度）

２ 瀬戸内海の旅客船時刻表作り ５運輸局等連携（現在｢海の時刻表｣は近畿運輸局・神戸運輸監理部が監修） ｢海の時刻表｣に中・四国運輸局管轄地域を中心に瀬戸内海の航路情
報掲載を検討（26・27年度）

Ⅲ 海外プロモーションの強化（案）

これまでの取組（26年度ＶＪ地方連携事業） 体制 今後の取組（27年度ＶＪ地方連携事業等）

1 ①九州～関西広域インバウンド促進事業
（中国の旅行社・メディア招請、上海観光博覧会出展、旅行商品宣伝）

中国運輸局が費用負担・実施
広島・岡山・愛媛・兵庫の４県、北九州市と連携
各地でのアテンド：５運輸局等

中国・四国運輸局が中心になって、近畿・九州運輸
局等と連携し、関西・九州の観光地と有機的に結合
し、相乗効果を発揮するよう、ネットワーク化され
た骨太の広域観光ルート形成を促進（27年度以降）②瀬戸内広域情報発信事業

（タイ・仏の雑誌等メディア関係者招聘等）

近畿、中国、四国運輸局が費用負担・実施
瀬戸内ブランド推進連合と連携

参加者：15日：71名、16日：49名、乗客：約380名



中国運輸局

参考資料



中国運輸局瀬戸内海観光連携推進会議の経緯

◆平成２３年７月８日設立
平成２４年の大河ドラマを契機に、瀬戸内の観光活性化について、運輸局間の広域連携を図っていくため、中国運輸局長の呼びかけによ

り、同局と神戸運輸監理部、四国運輸局のトップで構成する『「平清盛」瀬戸内連携推進会議』を設立。

◆平成２３年１１月１４日（第２回開催）
新たに近畿運輸局、九州運輸局が加わり、地方運輸局の「西日本連携組織」として施策を推進。
主な取り組み
○「平清盛」関連広報情報の収集･発信環境の構築（ＨＰなど）
○「平清盛」ゆかりの地相互ＰＲの推進及び瀬戸内広域マップの作成
○小型船を活用した瀬戸内広域クルーズのモニターツアー実施

◆平成２４年１１月２９日（第３回開催）
主な取り組み
○せとうちサイクルーズＰＡＳＳの実施エリア広域拡大 ○瀬戸内クルーズ推進セミナー開催

～瀬戸内地域を舞台
により広域かつ一体
となって推進～

○せとうちサイクルーズＰＡＳＳの実施エリア広域拡大 ○瀬戸内クルーズ推進セミナー開催
○九州～関西広域インバウンド促進事業（ＶＪ事業）の実施 ○寄港地紹介マップによる情報発信
○クルーズ客船による瀬戸内広域クルーズの誘致・瀬戸内クルーズシンポジウムｉｎ神戸共催

◆平成２５年６月２日（第１回開催）
平成２４年末をもって大河ドラマの放映終了に伴い、観光振興の活性化に向けた取り組みを継続するため、
会議の名称を瀬戸内海観光連携推進会議」に変更。引き続き、瀬戸内海の観光振興を図るため、観光宣言を採択。
主な取り組み
○瀬戸内海モデルコース構築調査事業 ○クルーズおもてなし実地研修
○せとうちサイクルーズＰＡＳＳの認知度向上及び発行地域の拡大 ○寄港地データ情報の拡大及び発信

◆平成２６年１０月３１日（第２回開催）
主な取り組み
○映像を用いた国内外に向けた瀬戸内海の魅力発信 ○瀬戸内海モデルコースの評価・検証・発信
○クルーズおもてなし実地研修 ○せとうちサイクルーズＰＡＳＳの利用促進
○ボランティアガイドの調査･ＰＲ
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中国運輸局瀬戸内海観光宣言

「瀬戸内海観光連携推進会議」は、瀬戸内海が古来より我が国の歴史・文化・産業の発

展を育み、また、瀬戸内海の有する風光明媚な景勝地や島々、趣ある町並みや郷土料

理が、大きな観光資源となり得るものと認識、瀬戸内海の良質な観光資源を活かした

観光の振興が、魅力ある地域づくり、地域経済の活性化、ひいては我が国の発展や生

活の向上に繋がると考える。瀬戸内海は日本最初の国立公園として指定を受け、来年

は８０周年を迎える中、今後も関係行政機関、交通・観光事業者等関係の方々と連携

しながら、以下の取り組みを行う。

一 映像等を用いた国内外に向けた瀬戸内海の魅力発信一 映像等を用いた国内外に向けた瀬戸内海の魅力発信

一 歴史・文化等を活用した瀬戸内の島の魅力の磨き上げ

一 既存航路の活性化及びこれらの航路を活用した観光周遊モデルコースの設定及び広報

宣伝

一 大型クルーズ船による、近畿から九州エリアに立ち寄る瀬戸内広域クルーズの誘致

一 観光旅行者受入地におけるおもてなし気運の醸成

平成２５年６月２日

瀬戸内海観光連携推進会議 -2-



中国運輸局瀬戸内海観光宣言に即したこれまでの取り組み

映像等を用いた国内外に向けた瀬戸内海の魅力発信

瀬戸内海の「自然」「多島美」を中心とした選りすぐりの｢絶景｣に「食」「歴史」「文化」を加えた海外向け

（英語、仏語）の映像を、瀬戸内ブランド推進連合（兵庫、岡山、広島、山口、徳島、香川、愛媛）と連携して26年夏に

作成。

既存航路の活性化及びこれらの航路を活用した観光周遊モデルコースの設定及び広報宣伝

瀬戸内海の既存定期航路を活用した新たな滞在型周遊観光ルートとして、４つのモデルコースを25年

度に策定し、26年７月にホームページに掲載する等の情報発信を実施。

大型クルーズ船による、近畿から九州エリアに立ち寄る瀬戸内広域クルーズの誘致

瀬戸内海の各港に、クルーズ客船寄港を誘致する一助として、船社向けに瀬戸内海３４港の 岸壁規模、

観光地、受入体制、自治体の窓口等を紹介する情報ツールを作成し、掲載港湾を拡大。

観光旅行者受入地におけるおもてなし気運の醸成

瀬戸内海へのクルーズ客船寄港に際し、魅力的な体験メニューの整備、乗船客のおもてなし方法、通船

の活用を含めた寄港等について、地域のノウハウ蓄積を促進するため、船社と自治体の意見交換を、25年

10月に、鞆の浦で開催。引き続き、26年11月に 下関で開催予定。
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中国運輸局1.映像等を用いた国内外に向けた瀬戸内海の魅力発信

瀬戸内海の絶景等の魅力を内外に効果的に発信するには、映像によることが非常に重要であるとの認識
に立ち、26年夏に、瀬戸内ブランド推進連合と連携して、映像を作成。今後、インターネット、商談会等
の機会を活用して情報発信していく予定（27年度も継続）。

自然
文化

歴史
多島美

水軍

しまなみ

アート

世界遺産

橋

食
温暖 渦潮

町並み

絶景

瀬戸内海

Ⅰ 継続

26年は、こうした多様な観光資源を題材とした欧米向け（英、仏
版）プロモーション映像を瀬戸内ブランド推進連合と連携して制作。

ＤＶＤパッケージ

・ホームページ等Ｗｅｂサイト
・イベント時での上映や配布

（10月末：ﾀｲ・ﾌﾗﾝｽ旅博及び27年2月ﾀｲ旅行博にて上映、配布）

・商談会でのプレゼンテーション 等

今後は、インターネット等で情報発信する事で瀬戸内の認知度を高
めるとともに、訪日旅行者の誘客促進を図っていく。
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中国運輸局2.公共交通を活用した観光周遊モデルコースの設定及び広報宣伝

国内旅行の需要拡大や地域経済の活性化を図るため、定期航路等を利用した島々の見所（歴史、文化、景観、祭、食

等）を巡る滞在型周遊観光モデルコースを２５年度に策定、２６年７月にＨＰ掲載等の情報発信を実施。

〔コース概要〕

１．姫路駅・岡山駅から小豆島・直島・豊島のアートを巡る『瀬戸内アート新発見コース』
２．福山駅から鞆の浦・尾道・大久野島を巡る『移動も楽しい！瀬戸内癒されコース』

３．広島空港から大崎上島・大崎下島・大三島を巡る『瀬戸内“心のふるさと”を発見する旅』

４．広島駅から高速バスを利用して大崎下島・大三島・三原・因島・大島を巡る『しまたび満喫！コース』

課題

バスまつりでの展示風景

・ＨＰでの情報発信
・イベント（バスまつり、帆船フェスタ、ふくやま港まつり）でのＰＲ
・瀬戸内ブランド推進連合を通じて首都圏にて情報発信

PR （表面） （裏面）

コース紹介カード（名刺サイズ）

Ⅰ 継続

しかし、コースによっては、費用、時間、利便性等の課題がみられるため、旅行者目線の意見を広く取り入れながら、
大都市からの誘客に繋がるように、コースを磨き上げていく。

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

コース改善
情報発信方法
の決定

ＳＮＳ等磨
き
上
げ

評価・検証

発 信

・誘客促進
・需要拡大
・地域経済の活性化

効 果

検 討

旅行会社

ワーキング
グループ

旅行メディア

バスまつりでの展示風景 コース紹介カード（名刺サイズ）

中国運輸局が26年度事業費を活用して実施
（必要に応じ、５局等で目利きを推薦） -5-

旅客船協会
瀬戸内ブランド推進連合
海の路ネットワーク
運輸局 等



中国運輸局3.クルーズ船誘致の促進①～｢寄港地マップ｣の概要～ Ⅰ 継続（改訂）
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中国運輸局

N 地域・港の名称

1大阪港

2神戸港

3姫路港

4徳島小松島港

5備前市日生港

6牛窓港

7香川県小豆島町

8高松港

拡大図参照

2
3

6

29

30

31

1

34

N 地域・港の名称

21松山港

22呉市川原石港

23広島港

24江田島・能美島

25廿日市市 宮島

26岩国港

27宇和島港

28三田尻中関港

5

4

27

28

※青マーカーはH26年1月追加分 ※青字はH26年1月追加分

継続（変更）Ⅰ 継続（改訂）3.クルーズ船誘致の促進②～｢寄港地マップ｣掲載港湾の拡大～

9宇野港

10丸亀港

11三豊市 志々島

12三豊市 粟島

13福山港，鞆の浦

14尾道糸崎港

15生口島

16大三島

17今治港（蔵敷地区）

18広島県大崎上島町

19大崎下島

20北条鹿島
エリア拡大図

10

12

15
7

8

11

20

1922

24

32

33

26

17

16
9

21

23
14 13

29下関市（関門海峡）

30門司（北九州港）

31別府国際観光港

32大分港

33佐伯港

34博多港
18

25
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掲載港湾数

24年11月：21港

（ＨＰ掲載開始）

24年12月：28港

26年1月 ：34港



中国運輸局

｢寄港地マップ｣とは、瀬戸内海各港へのクルーズ客船寄港の一助として、船社向けに、各港の岸壁規模、観光地、受け

入れ体制、自治体の相談窓口等を紹介する情報ツール。平成24年11月のＨＰ掲載以降、掲載港湾数を拡大。引き続き対象

港湾数の増加・情報更新を進め、また、来年度以降、外国船社向けに情報発信ができるよう、準備を進める。

Cruise Port Guide of Japan
（港湾局：26年3月11日～）
→ 寄港地からアクセス可能な

観光スポットを掲載

2
3

6

1

5

28

｢寄港地マップ｣
（瀬戸内海観光連携推進会議：24年度～）

→ 港湾情報、観光地の概要、受入対象、相談窓口等を紹介

継続継続（変更）Ⅰ 継続（改訂）3.クルーズ船誘致の促進③～｢寄港地マップ｣の外船社への売込み～

クルーズ・シッピング・マイアミ（毎年3月）で

外船社に情報提供

掲載港湾：瀬戸内海エリアでは16港湾

拡大図参照

29

30

31

32

33

1

34
4

27

28

外船社への情報提供は未着手 掲載港湾：34港湾

掲載情報の英訳 ＋ 観光地・イベントの英語ＨＰへのリンク付け
→ ＣＤロム化した試作品を作成

情報発信方法（情報提供する会議等）の検討

外船社への宣伝
外船社のクルーズ客船の

誘致促進

26年度

神戸運輸監理部が５局等と連携して実施

27年度

-8-
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中国運輸局協力



中国運輸局

◇日 時 平成２６年１１月１７日（月）１３：３０～１７：４５
◇場 所 海峡メッセ下関・国際会議場
◇出席（予定）者 約７０～８０名
【第一部】 講演 ①「クルーズ船誘致に向けた山口県の取り組み」

山口県 産業戦略部 小玉次長

②「飛鳥クルーズと寄港地への要望」
郵船クルーズ株式会社 村山運航部長代理

ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 「クルーズ誘致のための『おもてなし』｣

4.瀬戸内クルーズセミナー・おもてなし実地研修

｢クルーズセミナー・おもてなし実地研修｣は、瀬戸内海への大型クルーズ客船寄港に際し、通船の活用、魅力的な体験メニュー

の整備、乗客の歓迎方法等について、地域のノウハウ蓄積を促進することが目的。25年10月15・16日（｢ぱしふぃっくびいなす｣の

鞆の浦寄港に合わせ開催）に引き続き、26年度も以下の予定で実施予定。27年度も継続予定。

瀬戸内クルーズセミナー

Ⅰ 継続

神戸運輸監理部、開催地管轄の運輸局等が企画・実施

ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 「クルーズ誘致のための『おもてなし』｣
登壇者 クルーズ船社、自治体、運輸局 等

【第二部】 クルーズ船社と自治体等との個別相談会
参加者 クルーズ船社、自治体 等

◇日 時 平成２６年１１月１８日（火） １２：４０～１５：００
◇場 所 下関港 あるかぽーと岸壁
◇出席（予定）者 約５０名

【研修概要】
・飛鳥Ⅱ入港見学
・物産展、オプショナルツアー出発状況等見学
・おもてなし行事、現地ツアー等に係る意見交換（船内）

(参加者：クルーズ船社、自治体、運輸局 等)
・船内見学

クルーズおもてなし実地研修
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中国運輸局5.「せとうちサイクルーズＰＡＳＳ」の外国人利用促進

自転車観光客を対象にフェリー等の運賃割引をする「せとうちサイクルーズPASS」は、23年度の導入以降発行実績が着実に増加。

瀬戸内海のサイクリングは、今後、外国人にとって人気が高まると思われ、｢せとうちサイクルーズPASS｣の外国人ニーズも高ま

ると思われる。このため、今後は、外国人向け利用案内（英語）を作り、HP掲載するなど、情報発信し、外国人利用を促進する。

年 度 発行実績

平成２３年度 ７，４２４枚

平成２４年度 １２，８９１枚

平成２５年度 １３，６０８枚

平成２６年度 ７，２１３枚

利
用
拡
大

平成２３年度の導入以来、「せとうちサイクルーズＰＡＳＳ」の発行実績は毎年着実に増加。

継続（変更）Ⅰ 継続（改訂）

英語版マップの作成
（ＱＲｺｰﾄﾞを掲載）

レンタサイクル場、利用可能航
路の情報更新、協賛店の拡大

外国人への利用促進

外国人向け
利用案内の紹介

（利用方法や
よくあるＱ＆Ａを抽出し英訳）

外国人サイクリング観光客の
旅客船利用促進と

地域の活性化の推進

平成２６年度
（４～８月）

７，２１３枚

平成２６年８月末までの発行枚数は、４月、５月及び７月において対前年に比べ１～３割の利用増。
今年８月末までの月平均発行枚数は１，４４３枚で、昨年同月（1,308枚）に比べ約１割増。

※パス発行実績の約9割を占めるしまなみ

海道、とびしま海道、広島エリアを対象

CNN Travelがしまなみ海道を｢世界で最も美しい７つのサイクリング

コース」として認定。瀬戸内自転車観光の外国の認知度が向上。

（一社）中国旅客船協会と連携して、中国運輸局の26年度事業費を活用して実施予定
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中国運輸局6.瀬戸内海における観光ボランティアガイドの情報発信

観光客が瀬戸内海の島々を訪問する場合、現地ボランティアガイドを活用して頂くことで、地域の歴史、文化、自然に

より深く触れてもらい、より楽しんで頂けると考えられる。このため、外国人対応を含め、瀬戸内海の島々を中心に、観

光ガイドの実態を調査し、まとめ、情報発信を図っていく。

１．先行事例 香川せとうちアート観光圏

２．試行的な情報収集

圏内14カ所のボランティアガイド
の売り、見所、窓口、料金等を案内

３．今後

観光客数
観光地の知名度
ガイドの中味 等

県・市観光連盟
を通じ本格調査

ガイドを
活用した
楽しい旅

ワーキング
グループ

対象の絞り込み 情報発信方法
の検討

ガイドの売り
一押し観光地

等

中国・四国運輸局が企画、情報収集、27年度事業費を活用

Ⅱ 新規

旅行メディア旅行会社２．試行的な情報収集

-11-

旅行メディア

広島・岡山・山口３県
12団体を調査（26年8月）

旅客船協会
瀬戸内ブランド推進連合
海の路ネットワーク
運輸局 等

＜主な観光ボランティアガイド（イメージ）＞



中国運輸局７．海の時刻表

関西は、大阪湾をはじめとした世界有数の海上交通の要所であり、数多くの重要な航路が設定され、九州・四国・沖
縄・東北・北海道、遠くは中国・韓国との人的、物的交流に重要な役割を果たしてきた。
｢海の時刻表｣は、多くの人々にこれらの航路の存在を知っていただき、一元的な運航情報の提供によって、旅客船を更

に利用しやすい交通機関とすることを目的としている。

目 的

【内 容】
◆関西を発着するフェリー、旅客船等の航路、ダイヤ、乗り場、運賃、船舶概要等の情報
を掲載

【発 行】
◆年２回（１月、７月） 作成部数 ３０，０００冊
◆平成元年７月に第１版を創刊し、現在までに４９版を発行

概 要

Ⅱ 新規

◆平成元年７月に第１版を創刊し、現在までに４９版を発行
◆次号の平成２７年１月号（１２月末に納品）は、第５０版記念号として発行
（約１００ページ）

【広告料】
◆Ｂ６サイズ、フルカラー広告
◆中広告１ページ ５０，０００円

主な配布先

各船社旅客ターミナル等、旅行代理店、ＪＡＦ及び加盟店舗、関
西国際空港、大阪市中央区、大阪市交通局、北海道・東北・四
国・九州・沖縄各県大阪事務所、大阪南港ＡＴＣ、海遊館など

【編 集】関西旅客船情報センター（近畿旅客船協会内）

平成26年7月号 【監 修】近畿運輸局、神戸運輸監理部

●費用 200万円×２回 → 合計4,000千円

●収入 会費 事業者27者 2,325千円

広告 ５者 950千円 合計3,275千円

26年度予算

現行｢海の時刻表｣に中国・四国運輸局管轄地域を中心とした瀬戸内海の航路の情報を掲載したらどうか？

-12-
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中国運輸局

◆上海・広州からの有力旅行社の招請
福岡空港～瀬戸内～関西空港の広域観光ルートを視察。瀬戸内観光ルートのブランド化に適した商品の
造成・販売を図るため、上海・広州の有力旅行者の招請ツアーを 実施 （H26.6.22～6.28）

◆メディア関係者及びブロガー等の招請
福岡空港～瀬戸内～関西空港の広域観光ルートを取材し、瀬戸内観光ルートの魅力を情報発信するため
上海・広州のメディア関係者（新聞等）やブロガー等の招請ツアーを実施 （H26.7.13～7.19）

◆旅行社・テレビ局の招請

8. 外国人に対する誘客の促進①～これまで～

九州～関西広域インバウンド促進事業
（西日本広域観光推進事業）

ビジットジャパン地方連携事業
中国運輸局・九州運輸局・四国運輸局・近畿運輸局・神戸運輸監理部
広島県・岡山県・北九州市・愛媛県・兵庫県が連携

平成２５年度事業

中国人訪日旅行のメインルート（東京～大阪ゴールデンルート）に続く新たなルートを形成するため、福岡・関西の両空港を発着して瀬戸

内を巡る広域観光ルートについて、ルートの魅力発信、高品質な旅行商品開発を図り、また、上海世界観光博覧会（ＷＴＦ）に出展すること

により、ルートの知名度の向上及び外国人旅行者の誘客を図る。

テレビ放映 商品造成

平成２6年度事業

Ⅲ 海外プロモーションの強化

上海・広州のメディア関係者（新聞等）やブロガー等の招請ツアーを実施 （H26.7.13～7.19）

◆2014上海世界観光博覧会（ＷＴＦ）に出展
ルートの知名度を向上させるため出展 （Ｈ26.5.9～5.11）

◆販売旅行商品に関する広告宣伝
販売する旅行商品を新聞等に掲載し、旅行社との共同広告を実施

「興味」喚起

新聞広告旅行社ｶﾀﾛｸﾞ

◆旅行商品の広告宣伝

「認知」促進

「旅行計画準備」を支援
「選好」の向上
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中国運輸局

10/30(木)
①福岡空港
②下関
③山口

タイ／キーパーソン＋有力なカルチャー雑誌社（山口・岡山・兵庫）

10/31(金)
④岩国
⑤倉敷

11/1(土)
⑥岡山
⑦牛窓
⑧備前

11/2(日)
⑨姫路
⑩灘
⑪神戸

11/4(火)
⑬関西空港

11/3(月)
⑫淡路

（内海文化
ﾌｫｰﾗﾑ）

瀬戸内７県ブランド化推進事業（タイ・フランス向け情報発信）

瀬戸内ブランド推進連合と連携し、瀬戸内の有望な観光素材（歴史・文化、現代アート、クルージング、サイクリング、食
等）を効果的・効率的に情報発信し「瀬戸内」をブランド化するため、タイ及びフランスの情報発信力の強いキーパーソン
（著名人）及びメディア関係者を招請し、「瀬戸内」の認知度を高めるとともに、当該地域からの訪日旅行需要を喚起し、外
国人旅行者の誘客促進を図る。

8. 外国人に対する誘客の促進②～これまで～ Ⅲ 海外プロモーションの強化

ビジットジャパン地方連携事業
近畿・中国・四国運輸局と瀬戸内ブランド推進連合が連携

【宿泊】岩国 【宿泊】倉敷 【宿泊】姫路 【宿泊】神戸 【宿泊】淡路

10/30(木)
①福岡空港
②宮島
③広島
【宿泊】広島

タイ／キーパーソン＋有力な旅行雑誌社（広島・愛媛・香川・徳島）

10/31(金)
④瀬戸田
⑤来島

【宿泊】松山

11/1(土)
⑥琴平
⑦高松

【宿泊】高松

11/2(日)
⑧徳島
⑨鳴門

【宿泊】徳島

11/4(火)
⑪関西空港

11/3(月)
⑩淡路

（内海文化
ﾌｫｰﾗﾑ）
【宿泊】淡路

キーパーソン・・・タイ料理界に影響力を持つタイシェフズ協会関係者
【スラット・ゲーオディー氏：タイシェフズ協会（ｻﾞ･ｸﾞﾗﾝﾄﾞ･ﾌｫｰｳｨﾝｸﾞｽ･ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎﾃﾙ･ﾊﾞﾝｺｸ総支配人）】

キーパーソン・・・タイ現地で音楽活動を継続し知名度のある日本人タレントとして影響力を持つ人物
【ＫＡＺＵＭＩ氏：「Thai-Japan Anime and Music Festival」2012-2014 ３年連続出演】 -14-



中国運輸局

10/25(土)
①関西空港

【宿泊】松山

フランス／キーパーソン＋有力なサイクリング雑誌社（愛媛・山口・広島・岡山・兵庫）

10/26(日)

②しまなみ海
道（国際ｻｲｸ
ﾘﾝｸﾞ大会）
【宿泊】広島

10/27(月)

③周防大島
ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ

【宿泊】広島

10/28(火)

④とびしま海
道ｻｲｸﾘﾝｸﾞ
ｺｰｽ
【宿泊】広島

10/29(水)

⑤吉備路ｻｲ
ｸﾘﾝｸﾞｺｰｽ

【宿泊】岡山

10/30(木)

⑥淡路島ｻｲ
ｸﾘﾝｸﾞｺｰｽ

【宿泊】淡路

10/31(金)
⑦関西空港

キーパーソン・・・フランス（アルザス地方）のサイクリングプロモーション組織関係者（元観光行政関係者）
【クリスチャン・フレイト氏：フランス バラン観光開発機構サイクリング部サイクリング協会（30日）】

Ⅲ 海外プロモーションの強化8. 外国人に対する誘客の促進③～これまで～

フランス／キーパーソン＋有力な旅行雑誌社（兵庫・徳島・香川）

10/30(木)
①関西空港
②淡路

【宿泊】淡路

10/31(金)
③徳島
④鳴門

【宿泊】徳島

11/1(土)
⑤高松
⑥琴平

【宿泊】高松

11/2(日)
⑦姫路
⑧神戸
⑨灘
【宿泊】淡路

11/4(火)
⑪関西空港

11/3(月)
⑩淡路

（内海文化
ﾌｫｰﾗﾑ）
【宿泊】淡路

【クリスチャン・フレイト氏：フランス バラン観光開発機構サイクリング部サイクリング協会（30日）】
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キーパーソン・・・フランス（アルザス地方）のサイクリングプロモーション組織関係者（元観光行政関係者）
【クリスチャン・フレイト氏：フランス バラン観光開発機構サイクリング部サイクリング協会(31日～)】


